
日本デザイン学会総会運営細則  資料５ 

1 

一般社団法人 任意団体 備考 

日本デザイン学会総会運営細則 

 

 

平成 28 年●月●日 

 

 

第１条【適用範囲】総会は，日本デザイン学会定款の定め

るところによるほか，この細則によって行う。 

 

 

第２条【総会任務】総会は定款第３条および，第４条に定

める本会の目的と事業を達成するため，定款第 12 条に定

められた議決事項につき議決する機関として設置される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３条【総会招集者】総会の招集者は，定款第 14 条第１

項の規定により，会長とする。 

２. 会長に事故ある時は，定款第 21 条第３項により副会

長が総会招集者となる。 

日本デザイン学会評議員会運営細則 

 

 

平成 10 年５月 23 日制定 

平成 17 年６月 18 日改正 

 

第１条【適用範囲】評議員会は，日本デザイン学会会則（以

下会則という）の定めるところによるほか，この細則によ

って行う。 

 

第２条【評議員会任務】評議員会は会則第４条および，第

５条に定める本会の目的と事業を達成するため，会則第 16

条第７項により，会長，副会長，理事，支部長，副支部長，

監査の選出に当たるほか，会長および理事会の諮問に応ず

る。 

２. 会則第 24 条第１項に定められた議決事項につき議決

する機関として設置される。 

３. 評議員会は会則第 24 条第３項により，前項に定めた

事項の他，会務運営上の重要事項につき，理事会に対して

付議または勧告することができる。 

 

第３条【評議員会招集者】評議員会の招集者は，会則第 16 

条第１項の規定により，会長とする。 

２. 会長に事故ある時は，会則第 16 条第２項により副会

長が評議員会招集者となる。 

一般社団法人後、評議員会は、代議員によ

る総会の位置付けに変更となります。 

 

一般社団法人設立後の理事会において制

定 

 

 

 

 

 

一般社団法人における社員総会は、役員選

任・決算承認・その他重要意思決定事項を

行う法人の最高意思決定機関として位置

付けられることになります。 

(従来の正会員による総会、評議員による

評議員会を合わせもった形の意思決定機

関となります。) 
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第４条【総会議長】総会の議長は会長、副議長は副会長と

する。 

 

 

第５条【総会組織】総会は，定款第 11 条第１項により，す

べての代議員によって組織する。 

 

 

第６条【総会開催】総会は，定款第 13 条により、毎事業年

度終了後 3箇月以内に 1回開催するほか、必要がある場合

に開催する。 

 

２. 定款第 14条第２項により，総代議員の議決権の 10分

の１以上の議決権を有する代議員は、会長に対し、総会の

目的である事項及び招集の理由を示して、総会の招集を請

求することができる。 

 

 

 

 

第７条【総会議決】総会は，総代議員の過半数を有する代

議員の出席によって成立し、その議決に関しては、次のよ

うに行う。 

 

 

第４条【評議員会議長】評議員会議長１名ならびに副議長

１名は，会則第 24 条第２項により，出席評議員の互選に

よって定める。 

 

第５条【評議員会組織】評議員会は，会則第 14条第１項に

より，会則第３条に定める地区毎に，正会員 10名に対し１

名の評議員によって組織する。 

 

第６条【評議員会開催】評議員会は，会則第 23 条第１項

により，２年に１回以上会長が招集する。 

 

 

２. 会則 23 条第２項により，理事会がその必要を認めた

とき，または，評議員総数の３分の１以上の要求があった

とき，会長は評議員会を招集しなければならない。 

 

３. 会則 23 条第３項により， 評議員会は， 通信によっ

て行うことができる。この場合の通信とは，郵便，ファッ

クス，E-mail 等を指す。 

 

第７条【評議員会議決】評議員会は，構成員の４分の１以

上の出席によって成立し，その議決に関しては，次のよう

に行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定時総会は毎事業年度開催する必要があ

り、臨時総会は、必要に応じて開催するこ

とができます。 

 

社員による総会の招集の請求については、

法律上の規定に基づき行うことになりま

す。 

 

書面又は電磁的記録による議決権行使を

行うことはできますが、総会自体を物理的

に開催しないということはできません。 

 

総会の成立要件は、過半数となっていま

す。 
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（１）代議員は各１個の議決権を有する。 

（２）代議員は，議決権の行使を他の代議員に委任するこ

とができる。 

（３）前号の議決権を委任する場合には，当該代議員は，

委任を証する書面を議長に提出しなければならない。 

（４）前号による委任は出席とみなす。 

 

  (削除) 

 

 

 

 

 

第８条【議事録作成・保存】総会は，審議事項に関する議

事録を作成し，これを永久保存しなければならない。 

２.総会議事録は本部事務局がこれを作成し，理事会に報

告しなければならない。 

 

第９条【議事録告知】総会議事録は，会報によって会員に

告知しなければならない。 

 

 

 

（１）議決は出席評議員会構成員の過半数で決し，可否同

数の時は議長が決定する。 

（２）評議員会構成員は各１個の議決権を有する。 

（３）評議員会構成員は，議決権の行使を評議員会構成員

に委任することができる。 

（４）前号の議決権を委任する場合には，当該評議員は，

委任を証する書面を議長に提出しなければならない。 

（５）前号による委任は出席とみなす。 

２. 評議員会を通信によって行う場合にあたっては，本部

運営細則によるほか以下のように行う。 

（１）会長は，評議員会を通信によって行っていることを

明記する。 

（２）通信における出席は，書面をもって確認する。 

（３）議決については，前項の各号による。 

 

第８条【議事録作成・保存】評議員会は，審議事項に関す

る議事録を作成し，これを永久保存しなければならない。 

２. 評議員会議事録は本部事務局がこれを作成し，理事会

に報告しなければならない。 

 

第９条【議事録告知】評議員会議事録は，会報によって会

員に告知しなければならない。 

 

 

 

可否同数の場合に議長が決めることはで

きません。 

 

 

 

 

 

 

通信のみで総会を開催することはできま

せん。 
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付則 

第１条 本細則は，定款で定める事項を除き、理事会の議決

により変更することができる。 

 

第２条 この細則は，平成 29年４月１日より施行する。 

付則 

第１条 本細則は，理事会の議決により変更することがで

きる。 

 

第２条 この規定は，平成 10 年５月 23 日より施行する。 

第３条 この細則の改正は，平成 17 年６月 24 日から施行

する。 

 

当該細則の中で、定款で定めている事項に

ついては、総会決議で変更する必要があり

ます。 

 


